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次世代シークエンス技術を駆使したウイルスゲノム解析によるC型肝炎
の病態解明と臨床応用
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　　　　　平成26年4月　　～　　平成28年3月

主遺伝子の多様性を背景としていることから、ウイルス因子・宿主因子
の多様性と病態の関連を明らかとすることは、C型肝炎の制御に不可欠
と考えられます。

ウイルスの全体像と臨床像、宿主遺伝子情報との統合的な解析が技術的
に可能となってきました。

症例よりC型肝炎ウイルス遺伝子と臨床像との関係を明らかとして病態
解明、治療効果予後予測に応用することを目的とします。

測診断による個別化医療の実現、HCV病原性機構に関する科学的理解、
肝炎制御法開発の新たな基盤形成などにおいて大きな進展が期待されま
す。

したウイルスゲノム解析によるC型肝炎の病態解明と臨床応用（研究代
表者　山梨大学第一内科教授　榎本信幸）の分担研究として行うもので
す。

抗ウイルス療法をうけるC型慢性肝炎の患者さんを対象とし、血液中のC
型肝炎ウイルス遺伝子を解析して、治療効果との関連を検討します。


